
 

褥瘡対策チームの紹介 

 

褥瘡対策チームは、皮膚科医師をチームリーダーとして 

褥瘡対策専従看護師、各科医師・各病棟の褥瘡対策専任スタ

ッフ・褥瘡対策委員・様々な職種で構成された褥瘡対策部会

で構成されています。 
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【褥瘡対策チームの活動概要】 

1.褥瘡発生予防・褥瘡早期治癒を目標に院内スタッフの医療活動を支援。 

2.院内の褥瘡対策システムの整備と周知。 

3.褥瘡回診・カンファレンスを通して、褥瘡治癒の支援。 

 

【褥瘡・医療関連機器圧迫創傷に対する対応】 

1.褥瘡 

身体に加わった外力は骨と皮膚表層の間の軟部組織の血流を低下、 

あるいは停止させる。この状態が一定時間持続されると組織は不可逆的 

な阻血性障害に陥り褥瘡となる。（日本褥瘡学会より：褥瘡の定義） 

 

 

 

 

 

 



どのような方に褥瘡対策が必要？ 
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2.医療関連機器圧迫創傷（MDRPU）： 

医療関連機器による圧迫で生じる皮膚ないし下 の組織損傷であり、厳密 

には従来の褥瘡すなわち  関連創傷と区別されるが、ともに圧迫創傷で 

あり広い意味では褥瘡の範疇に属する。（日本褥瘡学会より：MDRPUの定義） 

 

 

 

 

 

 

医療関連機器圧迫創傷（MDRPU）予防の取り組み 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MDRPU予防に取り組んでいます！！ 

かつ 

褥瘡対策委員会ワー ンググループが主体となりMDRPU予防に取り組んでいます   



褥瘡対策の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 褥瘡発生リス の評価 

② 褥瘡を作 ない・治す為の  作り 

③ 行っている褥瘡対策を定期的に評価 

④ 褥瘡を持つ方・リス の高い方に対して 

「褥瘡回診・カンファレンス」でチーム介入 

褥瘡回診・カンファレンスは 週火曜日の 14時～16時に行なっています 

 

 

 

 

 

 

皮膚科医・看護師・褥瘡対策専従看護師・ 

  士・薬剤師・・の皆さーん 

火曜日の褥瘡回診だよ  皮膚科外来に集    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

褥瘡・MDRPU「ゼロ」を ざして、活動します   


